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木
造
住
宅
の
耐
震
に
関
す
る
相
談

　

木
造
住
宅
の
耐
震
に
関
す
る
相

談
を
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。
木
造
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

考
え
て
い
る
人
は
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
場
所

　

建
築
住
宅
課
住
宅
計
画
係

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
や
詳
し
い
要
件

な
ど
を
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
対
象
建
築
物

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建

築
し
た
3
階
建
て
以
下
の
戸
建
木

造
住
宅

■
負
担
金

　

８
３
０
０
円

※
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
場
合
は
、
延
べ
床
面
積
に
よ

り
負
担
金
が
増
額
し
ま
す
。

■
受
付
戸
数

　

先
着
60
戸

■
受
付
期
間

　

5
月
1
日

～
12
月
20
日


■
受
付
場
所

　

建
築
住
宅
課
住
宅
計
画
係
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

■
持
ち
物

　

印
鑑

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
助
成

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
や

建
て
替
え
に
対
し
て
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
や
詳
し
い
要

件
、
手
続
き
の
際
の
必
要
書
類
な

ど
を
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象
建
築
物

　

市
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
た

耐
震
診
断
に
よ
り
作
成
し
た
改
修

計
画
に
基
づ
き
、
改
修
工
事
や
建

て
替
え
を
行
う
住
宅

※
増
築
や
減
築
を
伴
う
改
修
工
事

は
補
助
対
象
外
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

改
修
費
用
の
2
分
の
１
（
限
度

額
60
万
円
）

■
補
助
金
額
の
上
乗
せ

　

次
の
場
合
は
補
助
金
が
上
乗
せ

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


避
難
弱
者
住
宅
（
65
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

や
要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け

て
い
る
人
が
い
る
世
帯
）
は
改

修
費
用
の
16
分
の
１
（
限
度
額

7
万
5
0
0
0
円
）


特
定
地
域
住
宅
（
避
難
経
路
に

面
し
た
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ

る
住
宅
）
は
改
修
費
用
の
16
分

の
１
（
限
度
額
7
万
5
0
0
0

円
）


そ
の
他
の
改
修
工
事
は
改
修
費

用
の
9
分
の
１
（
限
度
額
10
万

円
）

※
そ
の
他
の
改
修
工
事
と
は
、
耐

震
改
修
工
事
に
併
せ
て
行
う
耐

震
改
修
工
事
以
外
の
工
事
で
、

工
事
に
要
す
る
経
費
が
10
万
円

以
上
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

■
受
付
戸
数

　

先
着
15
戸
程
度

■
受
付
期
間

　

5
月
1
日

～
12
月
20
日


■
受
付
場
所

　

建
築
住
宅
課
住
宅
計
画
係
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

建
築
住
宅
課
住
宅
計
画
係
　


8
0
5
7

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
工
事
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

大
崎
市
は
誕
生
か
ら
10
年
を
迎

え
、「
第
2
次
大
崎
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
検
証

し
、「
大
崎
市
第
2
期
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
や
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

大
崎
市
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

整
備
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
の
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
を
創
出
す
る
た

め
、
市
内
の
農
業
者
が
行
う
農
産

加
工
施
設
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

農
産
加
工
品
直
売
所
な
ど
の
施
設

整
備
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
事
前
に
詳
し
い
要
件
な
ど

を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を

活
用
す
る
場
合
は
、
当
事
業
の
補

助
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
の
人
や
団
体


認
定
農
業
者


認
定
新
規
就
農
者


農
業
法
人


農
林
業
者
3
戸
以
上
で
構
成
す

る
団
体
組
織

■
補
助
対
象
経
費


製
造
や
製
品
に
関
係
す
る
機
械

な
ど
を
導
入
す
る
た
め
の
経
費


食
品
農
産
加
工
施
設
や
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
、
農
産
加
工
品
直
売

所
な
ど
の
改
修
や
整
備
に
要
す

る
経
費

い
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
方
向

性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
数
多
く
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
前
例
に
と
ら

わ
れ
な
い
挑
戦
を
続
け
、
行
政
運

営
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

政
策
課
行
政
改
革
担
当
　


2
1
2
9

第
2
期
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

 

農
林
振
興
課
農
業
経
営
係
　


7
0
9
0

農
産
加
工
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
支
援
し
ま
す

※
事
務
用
備
品
、
冷
暖
房
設
備
の

経
費
は
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

以
内

■
補
助
金
上
限
額

　

1
5
0
万
円
ま
で
（
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
整
備
を
含

む
場
合
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

■
申
込
方
法

　

農
林
振
興
課
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
添
付
書
類
を
添
え
て
提
出

■
受
付
期
間

　

5
月
1
日

～
7
月
31
日


■
受
付
場
所

　

農
林
振
興
課
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
農
林
担
当

行革大綱個別推進項目（8項目）

市民協働の
推進に向けて

市民参加・参画の推進
話し合いの場づくり

社会構造の
変化に伴う
事務事業の構築

事務事業の体系化
民間委託などの推進
補助金・負担金交付制度の適正化
事務事業のコスト管理と受益者負担の適
　正化
市民ニーズに基づくサービスの向上

共に歩む
組織・機構の構築

市民が利用しやすい組織
災害に強い組織、防災体制の強化
団体との連携

職員の定員管理
および人材育成

定員管理計画の推進
効率的な人員体制の構築
職員研修の充実

行政の情報化
業務案内、行政手続きの総合化・電子化の
　推進
電算システム運用の見直し

市の公共施設の
あり方の検討

公共施設の保有規模の適正化

改善を本旨とする
財政健全化の推進

自主財源の確保
遊休資産などの活用・売却

公営企業の
経営健全化

病院事業の経営健全化
水道事業の経営健全化

　

防
災
や
発
災
時
に
活
用
す
る
た

め
、
市
内
7
地
域
と
鬼
首
地
区
の

計
8
カ
所
に
気
象
観
測
機
器
を
設

置
し
ま
し
た
。

■
大
崎
市
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

　

市
内
8
カ
所
の
気
温
・
湿
度
・
風

向
・
風
速
・
雨
量
の
観
測
デ
ー
タ
を

公
開
し
て
い
ま
す
。
観
測
デ
ー
タ

は
1
分
間
隔
で
更
新
し
、
気
温
、
平

均
風
速
、
時
間
雨
量
な
ど
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
気

象
庁
が
発
表
す
る
注
意
報
や
警
報

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
天
気
予
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
閲
覧
方
法

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
携
帯
電
話
で
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
専
用
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧

■
閲
覧
ア
ド
レ
ス

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.o

s
a

k
i.m

iy
a

g
i.jp

/

in
d
e
x
.c

fm
/1

1
,0

,1
9
3
,h

tm
l

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専

用
サ
イ
ト　

h
ttp

://o
o
sa

k
i.te

n

k
i.n

e
.jp

/

携
帯
電
話
専
用
サ
イ
ト　

h
ttp

://

o
o
sa

k
i.te

n
k
i.n

e
.jp

/m
o
b
ile

/

　

わ
ら
べ
う
た
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
と
お
し
て
、
子
育
て
の
勉
強

を
し
ま
せ
ん
か
。

時
間　

10
時
～
12
時

内
容　

第
1
回
「
開
講
式
、
傾
聴
講

座
『
子
ど
も
の
気
持
ち
に
心
を
傾

け
る
』
」
、
第
2
回
「
子
ど
も
の
写
真

を
撮
ろ
う
」
、
第
3
回
「
親
子
の
た

め
の
わ
ら
べ
う
た
、
手
作
り
お
も

ち
ゃ
作
り
」
、
第
4
回
「
親
の
学
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
『
親
と
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
、
閉
講
式
」（
全

4
回
）

※
子
育
て
相
談
も
行
い
ま
す
。

対
象　

０
歳
～
小
学
生
の
保
護
者

定
員　

各
会
場
30
人
程
度

申
込　

6
月
1
日

ま
で
に
、
い

ず
れ
か
の
地
域
の
申
し
込
み
先
へ

電
話
で
申
し
込
み

※
託
児
が
必
要
な
場
合
は
、
申
し

込
む
際
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

 

防
災
安
全
課
危
機
防
災
担
当
　


5
1
4
4

気
象
観
測
デ
ー
タ
の
公
開
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

 

生
涯
学
習
課
総
務
担
当
　


5
0
3
5

親お
や

学ま
な

び
サ
ロ
ン
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

期日 場所 申込先
6月27日

中央公民館
中央公民館
（22-3001）

8月25日
9月19日

10月23日
6月26日

松山
あおぞら園

松山公民館
（55-2215）

8月23日
9月22日

10月26日
6月29日

鹿島台公民館
鹿島台公民館
（56-2510）

8月24日
9月21日

10月24日

 


